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令和 2年度 第 2回飯山市図書館協議会 会議録 

 

 

○開 催 日  令和 3年 2月 25日（木）午後 3時 30分～4時 45分 

○開催場所  飯山市公民館 101会議室 

○参 集 者  委員：川口岳治（会長） 武田 誠（職務代理） 中沢裕子  森山恵美子  村田 歩 

山﨑直子  小澤洋子  西田裕香子 

※1名欠席 

市側：長瀬 哲（教育長） 桑原雅幸（文化振興部長兼図書館長） 井端伸介（図書館係

長） 板倉桃子（図書館司書） 

 

１ 開  会 

 

２ あいさつ 

  会 長： コロナ禍の中で図書館サービスがどのような状況で進められてきたか、また、令和 3年

度の事業についても説明していただければと思います。内容は盛りだくさんですが、コロ

ナ禍ですので短時間で終えられるようご協力をお願いします。 

 

  教育長： コロナ禍でいろいろな委員会が中止になるなか、今回お集りいただきほっとしています。

特に今年度、移動図書館車の購入が叶いましたが、飯山の図書館にとっては大きな意味が

あります。図書館にお出でになることが出来ない方々にとっては朗報ではないかと思いま

す。本日、いろいろな議題がございますが、よろしくお願いします。 

 

３ 自己紹介 

 

４ 協議事項 ※委員からの主な質問、意見及び事務局の回答等 

（１）令和 2年度事業報告について 

  事務局： （次第と資料 2～12ページのとおり説明） 

  委 員： 移動図書館車のステーションの見直しのところですが、柳沢から小境の北停留所はわり

と近いので、小境の人が利用するにはもっと小境の中心にできなかったのかと思いますが

いかがでしょうか。 

  事務局： 移動図書館車を駐車する土地所有者が実は移動図書館車の利用希望者でもある事情から

ステーションの位置が北停留所になりました。この場所が利用していただくのに不便とい

うことであれば、区長さんを通してお話をしていたければまた検討したいと思います。 

 

  委 員： 前回の協議会で、私は木島地区に住んではいないのですが、木島地区天神堂の方で利用

希望があるとの話をしたがどうなりましたか。 

  事務局： その点について把握しておらず申し訳ありません。現在の移動図書館車の担当者が前回

の協議会に出ておりますので、確認をして希望に最大限添えるようにしていきたいと思い

ます。 

   

委 員： 笹本文庫について伺います。現在、城南中学校の図書館の奥にあると思いますが、管理

は飯山市の図書館ということでよろしいですか。 
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事務局： その通りです。 

委 員： 城南中の司書の先生はタッチしないという認識で良いですか。 

事務局： 本が段ボール箱入ったままというのはあまり良くないことから、校務に支障のない範囲

でご協力はいただいています。 

委 員： 貸出実績はあるようですが、笹本文庫というのがあって貸し出しもしているということ

を積極的にアナウンスされていなと思います。正直に言って私の周りの人は知らないと思

いますので、市報に載せるなどもっとＰＲしたほうが良いと思います。 

事務局： 笹本文庫の準備段階には、どのように一般公開していくかという話し合いを今後進めて

いくことにはなっていたようですが、その話し合いは継続して行われないままの状況とな

っています。現在、まだ本の受け入れ作業を行っているところで、運び終わった段階でも

ないことから、長い時間をかけてやっていくしかない状態となっています。仮に、市民が

利用するとしても予約ですとか時間を決めてということになると思います。 

 

委 員： 笹本文庫の話に関連してお話しますと、スペースが限らたれた閲覧室の角に古田文庫が

ありますが、多くは研究者のような人でないと借りないような年代物で専門的な本だと思

います。寄付していただいた本なので扱いは難しいと思いますが、時期を見計らって移動

を考えた方が良いと思います。古田先生のご遺族や関係者のお気持ちもあると思いますが、

皆さんに使ってもらえる図書館にするということでは、こういったものがあるということ

はわかるようにしておいて、研究者にはそこから貸し出せるようにするなど、すぐという

ことではないですが、考えていった方が良いと思います。 

事務局： 今後、皆さんと相談する中で、本も一定の量がありますので、本の内容をよく見て研究

をしてということになると思います。 

 

 

（２）令和 3年度事業について ※委員からの主な質問、意見及び事務局の回答等 

  事務局： （次第と資料のとおり説明） 

  会 長： 大変盛りだくさんの内容となっています。コロナ禍での図書館サービスなので、注意さ

れて進められると思いますが、何か意見等お願いします。 

  委 員： いろいろ工夫して予算節約に努めていると思いますが、管理運営事業の予算が去年より

少ないのはどうしてですか。 

  事務局： カッコ内の数字 777 万 8 千円は令和 2 年度の当初予算で、その上の 610 万 8 千円はま

だ決定された額ではありませんが令和 3年度の計上額です。これについては、図書館管理

システムの保守と賃貸借契約が 5年間の長期継続契約で行っていて、令和 3年 8月末で 5

年間の契約が終わりますが、この 5年間の契約が終わった後の令和 3年 9月 1日から令和

4年 8月末までの 1年間は同じ機械とソフトを通常より低い経費で安全に使える期間があ

るためです。その後、令和 4年 9月 1日からは 5年間の長期継続契約を行うようになりま

すので、管理運営の年間予算は同じような金額に戻ってまいります。 

  会 長： 安い金額で更新できないのですか。 

  事務局： 1年間だけ可能とのことです。 

   

  会 長： 図書館まつりなど人が集まるようなイベントについて、他市ではどのような状況になっ

ていますか。コロナ禍の状況をどのように警戒していったら良いと思いますか。 

館 長： 計画は計画としてあげさせていただいて、その時のコロナの発生状況をみて考えさせて
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いただきたいと考えております。 

 

委 員： 図書館入り口の自動ドアを直した方が良いと思うがどうですか。 

     手押しで入る方から入っても自動ドアが開いてしまうのでもったいないうえびっくり

すると思います。 

事務局： 確認しておきます。 

 

 

（３）移動図書館車車体デザイン画採用作品の選考について  

 

   応募作品 4点の中から採用作品 1点を決めていただくよう事務局からお願いし、出席者による意

見交換を経て、会長により多数決が取られました。 

その結果、本協議会においては 4番の作品を採用作品（案）とすることが決定しました。 

   ただし、選ばれた作品は画面全体に菜の花が描かれているのに対して、移動図書館車の名前が「ゆ

きつばき号」であるため、車体の他の部分にゆきつばきの花の絵を別途配置するなどの工夫をして

名前とのバランスが取れるよう作者に相談等しながら進めることになりました。 

 

（４）その他 ※特になし 

 

 

５ その他 

（１）委員の任期について  

   事務局から、令和 3年 4月末で任期満了になることに伴い、団体への推薦依頼や個人に対して委

員等を説明。 

 

（２）寄附金の活用方法について 

   事務局から、匿名の個人から図書費として 20 万円の寄付を受け、3 月議会で承認されたのちに

絵本や紙芝居の購入を予定していることを説明。 

 

（３）次回運営協議会開催について 

   事務局から、次回の協議会は令和 3年 5月下旬を予定していることを告知。 

 

 

６ 閉  会 

 


